
日本の隅々まで、IoT通信圏外を“0
ゼロ

”へ。



双方
向通
信
(出
力250mW )
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里山通信は、高度成長期を経て様変わりしてしまった日本の森・里・山・

川・海全てが活力と豊かさを取り戻せるようにIoTで人と自然との課

題を解決していく事業ブランドです。独自の無線規格「GEO-WAVE」

を用い、これまで通信が困難だった里山・中山間地をはじめ、日本の

あらゆる場所を IoT圏内にする通信機器とサービスを企画・開発

から行い、トータルで提供いたします。

＊ジオウェイブは里山通信を支える独自無線規格です。

250mW の高出力で陸上移動局無線に区分されます。

日本の国土の約 4割は携帯圏外で電話は繋がりません。

人の住まない山の中であなたが遭難しても、

携帯電話で SOSを伝えることはできません。

山奥に設置したセンサーが土石流の兆候を感知しても、

すぐさま麓に伝える手段がこれまではありませんでした。

里山通信は独自の無線規格GEO-WAVEを用い、

山や海を越えて遠くまで確実に情報を伝えます。

山でも抜群の飛距離 携帯圏外でも使える 通信料 0 円で使える

自然災害対策自然災害対策 遭難防止遭難防止 安全確保安全確保 獣害対策獣害対策 農林水産業支援農林水産業支援

携帯圏内携帯圏外 携帯圏外

温度・湿度・水分量・傾斜・位置情報など

親機

子機：各種センサー端末群

モバイル端末・PC等
子機

中継機
中継機中継機

中継機

クラウド

インターネット回線

見通し距離最大200km
険しい山間部でも数km～数10kmもの通信飛距離



高出力・書類申請のみ

マルチチャンネル中継機能・双方向通信

山でも抜群の飛距離　見通し最大200km

通信料0円・低コストAES 暗号化技術搭載

メッシュネットワーク

直列では最大３台の中継機を介して谷間・山影など険しい
地形でも通信可能なエリアを拡張。双方向通信・メッシュ
ネットワーク・マルチチャンネルに対応し効率的で信頼性
の高い通信を実現しました。子機、親機間の通信費用が不
要なため、低コストでの運用が可能です。

920MHz/高出力(250mW)
(陸上移動局無線)

150MHz/低出力

920MHz/低出力
(特定小電力無線)

携帯回線

障害物に弱く通信距離が短い

携帯圏内でしか繋がらない。

回り込みするが通信距離が短い

高出力なので
回り込みもする

電波の反射で
谷沿いもカバー

中継機対応で
エリア拡張が容易

双方向通信対応
高い通信の信頼性

携帯圏外
でも使える
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里山通信を支える独自無線規格
GEO-WAVE

GEO-WAVEは、20mWの特定小電力無線とは異

なり、強力な250mWの陸上移動局無線区分に属し、

驚異の飛距離を実現。険しい山間部でも通信が

可能です。

特定小電力無線（出力 20mW）
見通しでも100mから1km程しか電波が飛ばない。
広域をカバーするには多くの親機もしくは中継機が必要。

携帯回線
携帯圏内でしか繋がらない。端末ごとに通信料がかかる。

GEO-WAVE
少ない中継機で広域カバー。機器の管理負担が軽い。
中継部分で通信が途切れにくく、災害にも強い。

双方
向通
信 (
出力
250
mW
）

子機子機

親機 子機

親機

携帯圏外

子機

携帯圏内

200km

100km

50km

親機 中継機 子機

特長 2   回り込み、反射でラクラクカバー！

特長3  マルチチャンネル・マルチペアレント・メッシュネットワークに対応！
マルチチャンネル・マルチペアレント・メッシュネットワークに対応しているので、大量、

多様な端末の通信を同時に安定的に処理が可能です。

特長1   子機との直接通信エリアが非常に広域！



cloud

津波検知・沿岸部への早期警戒 潮流観測のブイ

シーカヤックの見守り

牡蠣の養殖筏
水温や塩分・酸素濃度の
モニタリング

離島の中継機活用で
沿岸部を広域カバー

野生獣の位置情報モニタリングによる
侵入通知
監視カメラによる野生獣の特定

里山通信ネットワーク
を経由してクラウドへ

里山通信ネットワーク
を経由してクラウドへ

クラウドへ

Geo Chat & Geo Vital

Geo CamGeo Connect

Geo Connect
Geo Connect

Geo Connect

Geo ConnectGeo Connect

Geo Connect

Geo ConnectGeo Connect

Geo Base

Geo Base
Geo Base

Geo Base

Geo Base

Geo Base

Geo Base

GeoBase（親機）

Geo Cam
首輪型GPSトラッカー

ジビエドタグ

Geo Chat & Geo Vital

Geo Chat & Geo Vital

Geo Chat & Geo Vital

傾斜及び土壌水分量モニタリングによる
崖崩れ・雪崩の早期警戒

水位センサーやカメラ映像で上流河川の水位
モニタリング。下流域での氾濫を早期警戒。

火山のモニタリング
火口の遠隔監視

銃猟者の相互位置確認による誤射防
止及び猟犬の位置情報モニタリング

各種の野生動物捕獲わなの作動状況監視

捕獲した野生獣に早期駆けつけ及び処理
→流通ルートに乗せ食用肉として有効活用

林業・電力・土木関係等の屋外作業従事者の
位置情報モニタリング及びSOS発信

物理防護柵の侵入検
知電気柵の漏電検知

子機・中継機から届くセンサー情報がゲート  ウェイ
（親機）に集約されクラウド経由で共有可能

遠隔地の農業用ハウスを
各種センサーでモニタリング
・遠隔操作

登下校中の児童や、
高齢者の見守り

自然災害対策

安全確保

獣害対策

遭難防止

農林水産業への支援

海上での見守り・漁業支援

入山者の位置情報モニタリング及びSOS発信
SOS

放牧家畜の個体別位置情報モニタリング
体温センサーによる妊娠周期モニタリング

オリワナシステム
全国50地域以上で実装稼働中

見通し距離最大200km
双方向通信

Geo Connect
水田の水位モニタリング及
び水口の遠隔操作
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広がる里山通信の世界
里山通信のネットワークが広がることにより、従来は IoT活用が困難だった山・河川・農地・

海洋地域まで、遠隔地の端末をつなげて地域の様々な問題の解決に貢献します。さらにパートナー

とのネットワークが広がることで、新しい世界が大きく広がって行きます。
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自然災害対策
地震や津波、雪崩や土砂崩れ、台風、河川の氾濫など、地球の温暖化や環境破壊などにより、自然災害の脅

威が増しています。土壌水分量・GPS や磁石接点センサーで地層のずれを検知したり、水位センサーでモニ

タリングすることで、災害の兆候を早期に発見し、被害を最小化。従来より圧倒的に低コストで広域を網羅

する防災無線としての活用も可能です。

安全確保
林業従事者や山間部での工事など、山で働く人々は常 にケガや事故の危険にさらされているにもかかわらず、

非常時の通信手段がありませんでした。携帯圏外に暮らす限界集落生活者なども同様に安否確認の必要性が

求められています。里山通信は、双方向通信が可能な ので、SOS発信はもちろん、作業の進展状況や天候な

ども伝えることができ、作業効率の向上にも役立ちます。

獣害対策
日本の里山での野生動物による農業や生活の被害が深刻化する一方で、獣害を抑止するハンターの数

は減少、高齢化が進んでいます。里山通信のオリワナシステムは、野生動物捕獲の際にわなの作動状

況を低コストでリアルタイムに監視。森林・高山・山奥の農地などの険しい環境でも簡単に通信が可

能で、見回り負担の軽減、動物への負荷の低減、食肉利活用時の付加価値向上に貢献しています。

農林水産業支援
農林水産業の IoT 化 : 私たちの生活の基幹となる第一次産業において IoT は大きな力を発揮します。

広域のビニールハウスの各種センサーをモニタリングして遠隔操作したり、水田の水位コントロール、家畜

の体温センサーでの妊娠や体調のチェック、養殖海域の水温管理など、従来大変だったことの効率を上げて

省力化するだけでなく、ビッグデータの収集によって新しい産業が生まれる可能性も秘めています。

遭難防止
山で遭難したら携帯で救助を要請できると考える登山 者やスキーヤーは少なくありませんが、ほとんどの山

では携帯は通じません。里山通信のネットワークと端 末を用いることで、入山者の位置をGPSで常に把握し、

緊急の場合のSOS通信も可能です。双方向通信により、天候急変や雪崩の兆候なども連絡可能なので、危険

を未然に防ぎ、人命を守るとともに、救助や警備のコス ト削減にも貢献します。

地域の問題解決に貢献



総面積456.52km2に広がる狩場を網羅

×

×

×

×

7

5

2

3

4

6

1
箱根町全域92.82km2をカバー

親機

中継機

子機

子機＠狩場

電波強度

強

弱

通信不可

凡例

約17km通信

約11km通信

4. 三株山 842m

15.70km

6. 雲五郎山 454m

18.15km

通信インフラ費用は約 100 万円！
子機 50 台を加えて、総額約 340 万円！

13.73km

1. 九生滝 525m

2. 芝山 819m

2. 芝山 819m

2. 芝山 819m

2. 芝山 819m

9.10km

5. 四辻新田 476m
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   広域通信　行政区域をまたいでつながる。総面積 456.52km2 に広がる狩場を親機1台、中継機 6台で網羅。 福島県石川郡 5 町村

里山通信の通信実績事例

広域通信　中継機3 台で箱根町全域（92.82km2）をカバー　　神奈川県箱根町 ＊箱根町役場様との取り組み

×

離島中継　離島経由の海上通信で海岸沿いをカバー　　静岡県熱海市 ＊熱海市役所様との取り組み

中継機＠芝山
標高：819m

中継機＠九生滝
標高：525m

中継機＠四辻新田
標高：476m

親機
＠ JA 夢みなみあぶくま石川地区支援センター

中継機＠雲五郎山
標高：454m

中継機
＠犬仏山
標高：763m

中継機＠三株山
標高：842m

中継機＠大観山
標高：約 1,000m

中継機＠駒ケ岳
標高：約 1,350m

親機＠浄水セ ンター
標高：約 650m

中継機＠金時山
標高：約 1,200m

親機＠熱海市役所

中継機＠初島

5

6

1

2

3

4

7



約160km通信

2

1

北岳北岳

約5km通信

約
2～
7k
m

約4.08km通信

約13.54km通信
沢沿い全域通信

2

5

1

3

4

4
1

3

2

約2.76km
通信成功

約2.15km
通信成功

約7.49km
通信成功

親機

中継機

子機

凡例

1. 奈良県大台ヶ原

2. 岐阜県本巣市　

約 160km

1. 芦安支所
670m

1. あいの里
260m

4. 林道沿い中継箇所
700m

4. 林道沿い中継箇所
700m

4. 林道沿い中継箇所
700m

2. 狩場南部
260m

3. 狩場東部
720m

4.08km

2.15km

2.76km

7.49km

2. 夜叉神峠小屋
1,780m

2. 夜叉神峠小屋
1,780m

3. アサヨ峰 2,799m

13.54km
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   遠距離通信　県を越えて約 160km 到達　奈良→岐阜 高山通信　3000m級高山を中継機経 由で乗り越え　　山梨県南アルプス市

林業活用　林業の険しい現場でもつ ながる　　高知県檮原町

＊岐阜大学との共同研究にて実証

里山通信の通信実績事例

子機＠奈良県大台ヶ原

中継機＠岐阜県本巣市

子機＠狩場想定位置野呂川付近
標高：約 1,800m

中継機＠アサヨ峰
標高：約 2,799m

中継機＠夜叉神峠小屋
標高：約 1,780m

親機＠芦安支所
標高：約 670m

中継機＠仙丈ケ岳
標高：約 3,033m

林道沿い中継箇所
標高：約 700m

狩場南部
標高：約 260m

あいの里
標高：約 260m

狩場東部
標高：約 720m

5

1

1

1

2

2

2

3

3

4

4
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親機の設置例子機・中継機の設置例

くくりわな・箱わな・囲いわな
等、用途・環境に応じて柔軟
に設置可能。

子機・中継機からの情報を
集約。クラウド経由で、いつ
でも・どこでも・誰とでも
情報共有が可能になります。
小型・軽量なので、ステン
レスベルトや耐候性の結束
バンドで簡単に設置可能。 

・1ch タイプの親機は LTE（携
帯回線）でクラウドに接続。

・マルチチャンネルタイプの
親機（兼中継機）は LTE に
加え、Ethernet（有線 LAN）
にも対応。

里山通信の親機・中継機はとても小型・軽量です。基礎工事や複雑な配線など
大掛かりな作業が不要なので、簡単に設置・移設が可能です。

AC 電源が確保
できる施設に設置

無電源地域での
ソーラー発電稼働

子機モードの場合は電池稼
働。付属ベルトで固定する
だけなので設置も簡単。

機器 /システム設置事例

各種センサー（子機）と接続
し、データを里山通信ネット
ワークにアップします。見通
しの良い場所に設置し、子機
と親機を繋ぎます。

機器に給電

12V 22Ah バッテリー

12V 22Ah バッテリー
12W ソーラーパネル

12W ソーラーパネル

中継機

中継機子機

子機

親機

親機

親機

中継機

バッテリーに給電

中継モードの場合は、本体にオプ
ションの外付バッテリーボックスと
ソーラーパネルを設置。大掛かりな
工事は不要です。

防災無線鉄塔に設置
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親機（ゲートウェイ）
GW250-P1
1 回線シングルタイプ

通信規格：GEO-WAVE、LTE

周波数　：920MHz

送信出力：250mW

子機兼中継機
GW250-CGM1（BR)
1 回線シングルタイプ

通信規格：GEO-WAVE

周波数　：920MHz

送信出力：250mW

その他　：準天頂衛星対応 GNSS 受信機搭載

　　　　　マグネットセンサー搭載

　　　　　その他センサー機器と接続可能（要改造）

GeoChat
GW250-CGA1
パーソナルチャット・SOS デバイス

GeoBase（親機・中継機兼用）
GW250-P2（ES)
8 回線マルチタイプ

通信規格：GEO-WAVE、BLE(Bluetooth Low Energy)

周波数　：920MHz

送信出力：250mW

電源仕様：内臓リチウムバッテリー（3.6V/2,875mAh)

外形寸法：W53 × H135 × D37mm

重　　量：約 127g（バッテリー含む本体のみ）

その他　：準天頂衛星対応 GNSS 受信機搭載、三軸

　　　　　加速度センサー搭載、USB Type-C 充電可能

通信規格：GEO-WAVE、LTE、WiFi、　

　　　　　Ethernet 有線 LAN 対応

周波数　：920MHz

送信出力：250mW

販売代理店

Geo Vital　遠隔地作業者の安否確認

使用者の心拍や体温を計測し、異常を検知すると
Geo Chat もしくは据え置き中継機を経由して遠隔地
に SOS 信号を発信。迅速な対応が可能です。

Geo Cam　圏外対応 遠距離監視カメラ

自動撮影した写真を低解像度で遠距離送信。従来不可
能だった携帯圏外エリアを含む遠隔地の映像監視を実
現します。


